
学校関係者評価の報告について 

 

 

本校では、文部科学省が策定した「専修学校における学校評価ガイドライ

ン」に基づき、自己点検・評価を行っております。また、更なる教育の質の向

上を目指し、専攻分野に関する業界や企業・関係団体、卒業生の方々を中心に

ご意見を賜り、今後の教育活動や学校運営に反映するべく、学校関係者評価委

員会を実施しました。その内容結果について、学校関係者評価報告書として公

表いたします。 

委員の皆様には、多くの貴重なご意見やご指導をいただき、あらためて感謝

申し上げます。今後は、評価委員の皆様からいただいた貴重なご意見やご助言

を真摯に受け止め、より質の高い教育と学校運営の実現に向けて教職員一同努

めてまいります。引き続き、温かいご支援とご指導をお願い申し上げます。 

 

 

令和８年７月６日 

 

学校法人臼井学園 

臼井美容専門学校 

校長 山本 慎治 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和８年７月６日 

学校関係者評価報告書 
 

学校法人臼井学園 

臼井美容専門学校 

学校関係者評価委員会 

 

学校法人臼井学園 臼井美容専門学校令和７年度自己点検評価報告書及び関係資料等に

基づいて実施した学校関係者評価を次の通り報告いたします。 

 

１．日時：令和８年７月２日（木）１６：１０～１７：２０ 

２．場所：学校法人臼井学園 １号館１階 応接室 

３．出席者 

（委員） 

佐野 右子（有限会社スリーワイズカンパニー、美容業界関係者） 

 坂東 見香（eyelash salon Forever、美容業界関係者・卒業生） 

（学校側） 

山本 慎治（校長） 

 木村 由佳（美容学科 学科長） 

 前山 智信（学園総務課 課長） 

 

（次の委員からは事前に評価表を提出いただきました） 

波岡 桂子（卒業生） 

 

４．議題：令和７年度自己点検・評価報告説明並びに学校関係者評価について 

評価大項目 

項目１ 教育理念・目的・目標 

項目２ 教育課程、教育の実施、学修成果 

項目３ 学生の受入れ、学生支援 

項目４ 教育実施組織・教員 

項目５ 教育環境 

項目６ 教育活動の基盤と改善・向上の取組 

評価基準（3 段階評価） 

３：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 

２：概ね基準を満たしている 

１：基準を満たしておらず改善が必要 



項目１ 教育理念・目的・目標 

小項目 評価基準 
自己点検

評価結果 

学校関係者

評価結果 

1 教育理念、目

的及び目標の設

定等 

教育理念等を踏まえ、当該専門学校としての目的及び目標を明

確に設定し、養成する人材像を明確にしていること。 ３ ３ 

【評価結果への所見】 

 小項目 1 基準１について、教育理念を踏まえ、目的及び目標を明確に設定し養成する人物像を 

明確にしている。 

 

項目２ 教育課程、教育の実施、学修成果 

小項目 評価基準 
自己点検

評価結果 

学校関係者

評価結果 

1 教育課程の編

成と授業科目 

①学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するために必

要な教育課程編成・実施方針を作成した上で、教育課程を体

系的に編成し、系統性・段階性に配慮した授業科目を 

配置していること。 

２ ３ 

2 教育の実施 ①授業科目内容に応じ、講義、演習、実験、実習又は実技な

ど、適切な授業形態で教育が実施され、かつ、適切な教材が

用いられるとともに、成績評価基準に基づき成績評価を行っ

ていること。 

２ ２ 

②企業等と連携した、実習、実技、実験又は演習等（以下 

「実習・演習等」という）の授業を行っていること。教育目

標の達成に必要な企業等と連携した実習・演習等の単位時間

または単位数の総授業時数に占める割合を具体的に設定して

いること。【注）職業実践専門課程】 

  

3 単位・卒業認

定 

学校の目的・目標及び養成する人材像を実現するために必要

な卒業認定方針（資格・免許等を含む修得させる職業能力を

含む）を学科・コースごとに定め、当該方針に基づき 

卒業の認定をしていること。 

２ ３ 

4 学修成果目標

の達成状況 

卒業認定方針を踏まえ、学科・コースごとに職業能力を含む

資質能力の修得（資格・免許等の取得や知識・技術・技能の

修得含む。）についての目標を定め、その目標が達成 

できていること。 

３ ３ 

学生が望む進路の実現に関する目標を定め、その目標が達成

できていること。 
３ ３ 



【評価結果への所見】 

 小項目１ 基準１について、教育課程編成・実施方針に則り体系的・系統性に配慮し授業科目 

を配置し取り組んでいる。 

 小項目２ 基準１について、授業科目内容に応じ、講義、演習、実習など、外部から専門講師を 

招くなど、適切な授業形態で教育が実施し、成績評価基準に基づき成績評価を行って 

いる。 

 小項目３ 基準１について、卒業認定方針の定めに基づき、コース毎に卒業の認定を行っている。 

 小項目４ 基準１について、卒業方針に基づき資格・免許の取得について目標が達成されている。 

      基準２について、学生が望む進路の実現に向け、個性を大切にし目標から達成までな 

されている。 

 

項目３ 学生の受入れ、学生支援 

小項目 評価基準 
自己点検評

価結果 

学校関係者

評価結果 

1 学生募集及び

入学者の選抜、

収容定員の管理 

①入学者の受け入れ方針、入学選考基準、方法を定め、入学

希望者に明示し、入学者の選考を公正に行い、合否を決定し

ていること。 

２ ３ 

②学生の受入れは、入学定員に基づき適正に行っているこ

と。【注)修学支援新制度機関要件の確認】 
２ ３ 

２多様な学生に

対する支援 

①適切な体制を構築し、障がいのある学生、海外からの留学

生、社会人経験者など、多様な学生に対する支援を行ってい

ること。 

２ １ 

３学生生活に関

する支援 

①カウンセラーの配置、相談室の設置など、学生の相談に対

応するための環境整備を行い、適切に運営していること。 
１ １ 

②留年者、退学希望者など学習の継続に困難な問題を抱える

学生に対し適切な対応を行っていること。 
３ ３ 

③学校保健安全法に基づく学校保健計画を策定し、学生の心

身の健康管理体制を整備し、適切に運用していること。 
１ １ 

④学生の経済的側面に対する支援体制を整備し、適切に周

知、運用していること。 
３ ３ 

⑤学生のキャリア支援、就職支援に対する支援体制を整備

し、適切に周知、運用していること。 
３ ２ 

【評価結果への所見】 

 小項目１ 基準１について、入学者の受入れ・入学選考基準、方法を定め、入学希望者に説明会 

等で明示し、入学選考も公正に実施している。 

      基準２について、学生の受入れは、入学定員に基づき適正に行っている。 



 小項目２ 基準１について、多様な学生に対する支援を行っているが、まだ不十分である。 

 小項目３ 基準１について、カウンセラーの配置、相談室の設置など、学生の相談に対応するた 

めの環境が不十分である。 

      基準２について、学習の継続に困難な問題を抱える学生に対し、適切な対応を行って 

いる。 

      基準３について、学校保健計画を策定し、学生の心身の健康管理体制を整備する必要 

が有る。 

      基準４について、学生の経済的支援や体制を整え運用している。 

      基準５について、就職率 100％を達成しており適切に支援が行われている。 

 

項目４ 教育実施組織・教員 

小項目 評価基準 
自己点検評

価結果 

学校関係者

評価結果 

1 教員の配置、

募集、採用 

①教育課程を実施するのに必要な、資格・要件を備えた教 

員を確保するために基準等（教員の採用基準等）を整備

し、適正に運用していること。 

１ １ 

②教員の常勤・非常勤、年齢構成等、また教員一人当たり

の授業時数等を把握していること。また、教員の専門性、

教授力を把握、評価していること。 

１ １ 

2 教員の組織編

制等 

①学校の目的に応じた分野の区分ごとに必要な教員組織を

整備し、業務分担、責任体制を規程等で定めていること。 
１ ２ 

3 教員の資質の

向上 

①学校の教育活動の改善、工夫を行う FD(Faculty 

Development)などの取組や、教員の研究活動、自己啓発等

への支援を行っていること。 

２ ２ 

①-2 特に職業実践専門課程においては、企業等と連携して

組織的に行っていること。【注）職業実践専門課程】 
  

②教員の授業及び指導力等を修得・向上するための研修を

企業等と連携して、組織的に行っていること。 

【注）職業実践専門課程】 

  

【評価結果への所見】 

 小項目 1 基準１について、教員の採用基準等を整備し指導力のある教員確保に取組む必要が有る。 

      基準２について、教員一人当たりの授業時数等や教授力等を把握し評価する必要が 

有る。 

 小項目２ 基準１について、教員組織は整備されている、業務分担・責任体制の更なる強化を求 

める。 

 小項目３ 基準１について、教員の授業及び指導力等を修得・向上するための研修を行っている。 



項目５ 教育環境 

小項目 評価基準 
自己点検評

価結果 

学校関係者

評価結果 

1 教育環境の整備 ①教育上の必要性に対応できる施設・設備、機械器具等を

備えていること。 
２ ２ 

③図書室を設置し、専攻分野の教育に必要な専門書及び参

考図書を配架し、必要に応じて学生が閲覧できるようにし 

ていること。 

２ ２ 

2 安全対策、防災

組織 

①学校保健安全法に基づく学校安全計画を策定し、学校に

おける安全対策を適切に行っていること。 
１ １ 

②火災の発生や防災に関する組織体制を整備し、適切に運

営していること。 
１ １ 

3 施設・設備等の

点検、改善等 

①施設・設備等の日常点検、定期点検、補修等を適切に行

っていること。 
２ ２ 

【評価結果への所見】 

 小項目 1 基準１について、教育上に必要な施設・設備、機械器具等を備えている。 

基準 2 について、図書室を配置し、学生が閲覧できるようにしている。 

 小項目２ 基準１について、学校安全計画を策定し、学校における安全対策を適切に行う必要が 

有る。 

      基準２について、学校における防災対策を行っているが、組織体制の更なる整備を求 

める。 

 小項目３ 基準１について、施設・設備等の点検、補修等は適切に行われている。 

 

項目６ 教育活動の基盤と改善・向上の取組 

小項目 評価基準 
自己点検評

価結果 

学校関係者

評価結果 

1 中期事業計画と財

務基盤 

①当該専修学校が策定している中長期的計画に、教育目

的、教育目標の実現に向けた具体的な内容が位置付けられ

ていること。 

１ ２ 

②当該専修学校の教育活動を安定して遂行するために必要

かつ十分な財務基盤を確立していること。 
１ ２ 

2 学校運営 ①学校運営の組織体制を整備し、適切な運営が行われてい

ること（職業教育に関するマネジメント（教育の企画・設

計・運営等）における責任体制を含む。）。 

１ ２ 

3 学校評価の実施と

改善活動 

①学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会等外部から

の意見を反映するなど、関連企業等団体、地域社会等から
１ ２ 



の意見を当該専修学校の運営やその改善・向上において活 

用していること。 

①-2 特に職業実践専門課程においては、教育課程編成委員

会を年２回以上開催していること。【注）職業実践専門課

程】 

  

②学校評価を実施し結果及び改善状況についての情報を公

表していること。 
２ ２ 

③学校評価の結果に基づく改善への取組を組織的かつ継続

的に行っていること。 
１ １ 

4 社会からの理解と

情報の公表 

①当該専修学校の教育活動、学修成果、学校運営等の状況

に関する情報を積極的に公表していること。 
２ ３ 

【評価結果への所見】 

 小項目 1 基準１について、教育に対する計画を策定し、教育目標の実現に向けた対策が行われ 

ている。 

基準２について、必要かつ十分な財務基盤を有している。 

 小項目２ 基準１について、学校運営の組織体制を整備し、適切な運営が行われていが、職業教 

育に関するマネジメント体制をさらに良いものにしてもらいたい。 

 小項目３ 基準１について、学校関係者評価委員会等外部からの意見を反映し運営を行っている。 

      基準２について、学校評価を実施し結果等について、情報を公表している。 

      基準３について、学校評価の結果に基づく改善への取組を学校組織内で周知する必 

要が有る。 

 小項目４ 基準１について、教育活動、学修成果、学校運営等の状況に関する情報を積極的に公 

表している。 

  

 


